
市議会だより『なんたん』／第５号 14市議会だより『なんたん』／第５号15

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

南
丹
市
政
へ
の
ご
意
見
箱
が

あ
る
。
ど
ん
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

ま
た
、
亀
岡
市
の
よ
う
に
、

住
民
と
行
政
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
で
き
る
よ
う
な
ご
意
見

箱
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
も
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

58
人
か
ら
69
件
、

施
策
、
子
育
て
、
福
祉
、
職

員
な
ど
に
関
し
て
様
々
な
意

見
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

公
表
は
で
き
な
い
。

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
、
情
報
公
開
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

八
木
町
の
バ
ス
問
題
に

つ
い
て
は
、
毎
議
会
で
質
問

し
て
き
た
。
市
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

環
境
問
題
の
観
点
か
ら
も
、

公
共
交
通
へ
の
要
望
が
多
い
。

10
代
の
回
答
者
か
ら
は
「
通

学
に
利
用
し
や
す
い
本
数
を

考
え
て
欲
し
い
」
高
齢
者
か

ら
は
「
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
、

自
由
に
行
け
る
よ
う
な
交
通

手
段
と
し
て
、
一
日
も
早
く

バ
ス
を
走
ら
せ
て
欲
し
い
」

と
声
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
八
木
町
の
各
区
長

か
ら
は
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、

八
木
町
選
出
の
議
員
が
同
席

し
市
長
に
陳
情
も
し
た
。

八
木
町
に
は
い
つ
バ
ス
が

走
る
の
か
、
南
丹
市
全
域
の

バ
ス
交
通
の
あ
り
方
、
考
え

方
、
具
体
的
な
計
画
と
実
施

に
向
け
て
の
日
程
を
伺
う
。

検
討
委
員
会
に
園
部

駅
西
口
、
室
河
原
、
新
庄
、

南
丹
病
院
を
結
ぶ
路
線
の
確

保
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
報
告
書
作
成
、
事
務
手

続
き
を
行
い
具
現
化
し
て
い

く
。ま

た
、
21
年
春
の
山
陰
本

線
複
線
化
の
時
期
を
目
安
に
、

バ
ス
交
通
網
の
構
築
を
考
え

て
い
く
。

す
こ
や
か
子
育
て
医
療

費
助
成
制
度
、
償
還
払
い
を

病
院
で
の
窓
口
無
料
化
に
で

き
な
い
か
伺
う
。

市
独
自
の
制
度
で
あ

り
、
償
還
払
い
を
変
更
す
る

予
定
は
な
い
。

問

問

市
長

問

市
長

市
長

い
じ
め
は
人
間
性
の

否
定
に
つ
な
が
る
問
題
で

あ
る
。
学
校
、
家
庭
、
児

童
間
の
確
執
な
ど
様
々
な

要
因
が
複
合
的
に
重
な
っ

た
結
果
で
あ
り
、
一
朝
一

夕
の
解
決
は
難
し
い
。
南

丹
市
で
は
小
康
状
態
を
保

つ
と
聞
く
が
、
現
在
の
対

応
と
将
来
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

児
童
状
況
の
把

握
、
学
校
組
織
体
と
し
て

生
徒
の
問
題
に
取
り
組
む

体
制
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
活
動

を
通
し
て
適
切
な
指
導
に

努
力
し
て
い
る
。

学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
の
連
携
は
重
要
課
題

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
と
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
中
で
積
極
的
、
能
動

的
行
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。

具
体
的
活
動
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
地
域
社
会
に
お
い

て
は
、
地
域
力
の
低
下
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
久
し
い
。
団
塊
の
世

代
の
知
識
と
経
験
を
活
用

で
き
な
い
か
を
問
う
。

学
校
、
家
庭
、
地

域
社
会
の
連
携
は
教
育
基

本
法
の
理
念
で
あ
り
、
地

域
力
は
教
育
問
題
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
つ
つ
、
教
育
委
員
会
と

の
連
携
を
深
め
対
応
し
て

い
き
た
い
。教

育
に
お
け
る

連
携
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
性
を
尊
重
し
、
研
修
と

学
習
機
会
を
提
供
す
る
中
、

主
体
的
行
動
を
支
援
す
る
。

団
塊
の
世
代
と
の
連
携
は
、

学
校
現
場
と
協
議
の
中
で

活
用
し
た
い
。

園
部
中
学
校
と
八
木

中
学
校
は
1
ク
ラ
ス
が
35

〜
38
人
の
ク
ラ
ス
編
成
で

あ
る
。
将
来
へ
の
投
資
と

い
う
意
味
で
も
長
期
的
視

野
に
立
ち
、
学
級
編
成
の

緩
和
施
策
は
と
れ
な
い
か

を
問
う
。

英
語
・
数
学
の

授
業
は
少
人
数
指
導
を
と

っ
て
い
る
。
財
政
難
の
中
、

困
難
で
あ
る
が
課
題
解
決

に
向
け
て
努
力
す
る
。

問教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

問

市
長

地域との連携が重要な中学校（園部中学校）

学校・家庭・
地域社会の連携を

地域の特性を生かし連携を深める
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市長 山陰本線複線化の時期を目安に市長

今
後
、
本
庁
と
支
所
の

機
能
を
ど
う
考
え
、
権
限
を

区
分
し
、
現
場
で
迅
速
な
対

応
を
し
て
い
く
た
め
の
一
定

の
権
限
と
財
源
を
支
所
に
与

え
て
現
場
で
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
。
ま
た
、
現
状

の
正
規
の
職
員
と
臨
時
の
職

員
の
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。本庁

・
支
所
の
業

務
内
容
ま
た
、
役
割
を
早
期

に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
行
財
政
プ
ラ
ン
の
具
現

化
と
連
動
さ
せ
見
直
す
。
今

後
、
権
限
・
財
源
に
つ
い
て

も
見
直
し
の
中
で
具
現
化
し

て
い
く
。
職
員
数
は
正
規
職

員
4
6
8
名
、
嘱
託
職
員
1

1
8
名
、
臨
時
職
員
1
4
4

名
で
あ
る
。
類
似
団
体
と
比

べ
て
ど
う
か
、
ま
た
、
交
付

税
措
置
に
係
る
10
年
後
の
課

題
に
つ
い
て
、
行
財
政
プ
ラ

ン
の
具
現
化
を
推
進
し
行
政

効
率
化
も
図
り
、
今
後
に
負

担
を
残
さ
な
い
措
置
も
考
え

る
。

バ
ス
交
通
に
つ
い
て
、

バ
ス
交
通
整
備
計
画
検
討
委

員
会
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

福
祉
面
と
採
算
性

も
含
め
、
十
分
な
検
討
を
し

な
が
ら
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

バ
ス
が
運
行
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。
今
後
、
3

月
に
バ
ス
交
通
整
備
計
画
検

討
委
員
会
を
開
催
い
た
だ

き
、
園
部
駅
西
口
か
ら
南
丹

病
院
へ
行
く
部
分
に
つ
い
て

も
、
検
討
を
い
た
だ
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て
、

各
支
所
に
お
け
る
防
火
貯
水

槽
や
規
格
外
に
な
る
貯
水

槽
・
用
水
池
等
の
更
新
や
修

繕
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
針
か
伺
う
。

新
設
の
防
火
水
槽

は
地
元
要
望
に
基
づ
き
設
置

し
て
い
る
。
国
庫
補
助
の
枠

が
あ
り
、
経
費
の
2
分
の
1

が
国
庫
補
助
金
、
残
り
は
市

で
負
担
す
る
。
用
地
は
地
元

で
無
償
提
供
を
お
願
い
し
て

い
る
。
公
設
や
民
設
の
規
格

外
の
貯
水
槽
等
の
施
設
は
、

把
握
で
き
か
ね
て
い
る
。
現

状
調
査
を
行
う
。

問市
長

問

問問

市
長

市
長

昭
和
57
年
に
佛
教
大

学
誘
致
が
決
定
し
、
大
い
に

期
待
し
た
。
平
成
7
年
に
よ

う
や
く
造
成
工
事
が
行
わ
れ

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
5
ゾ
ー

ン
に
分
け
て
造
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
平
成

11
年
3
月
に
ナ
イ
タ
ー
設

備
付
の
野
球
場
や
陸
上
競
技

場
兼
サ
ッ
カ
ー
場
が
整
備
さ

れ
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
も

整
備
さ
れ
た
。
現
在
、
野
球

部
が
中
心
に
使
用
さ
れ
て
お

り
大
学
の
バ
ス
で
送
迎
さ
れ

い
て
い
る
。
中
心
と
な
る
教

育
研
究
ゾ
ー
ン
、
管
理
・
厚

生
ゾ
ー
ン
に
は
今
だ
に
建
築

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
元
の
山
に
戻

る
。
大
き
な
期
待
を
し
た
だ

け
に
残
念
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

一
学
部
で
も
早
急
に
誘
致
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
誘
致
で

き
な
い
と
き
は
何
ら
か
の
方

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

平
成
24
年
に
開
学

百
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
来

年
度
か
ら
計
画
策
定
を
行

い
、
そ
の
中
に
盛
り
込
ん
で

行
く
。
園
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に

つ
い
て
の
有
効
利
用
を
考
え

る
。美

山
町
で
佛
教
大
学
と
地

域
連
携
協
定
を
調
印
し
た
。

こ
れ
を
南
丹
市
が
引
き
継
ぎ

昨
年
の
秋
に
、
私
も
出
席
し

て
連
携
協
定
に
調
印
し
た
。

こ
の
ご
縁
も
あ
り
園
部
キ
ャ

ン
パ
ス
も
お
願
い
し
た
い
。

府
道
、
市
道
の
歩
道
の

植
樹
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
に
つ

い
て
先
日
、
自
転
車
で
走
行

中
に
事
故
が
あ
り
負
傷
さ
れ

た
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
4
〜

5
㎝
地
盤
が
下
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
。
安

全
を
考
え
る
と
き
段
差
を
な

く
し
安
全
な
歩
道
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
市
内
全
域
の

歩
道
を
点
検
し
維
持
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

府
道
、
市
道
が
大

変
長
く
管
理
に
苦
慮
し
て
い

る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
安

全
を
保
つ
こ
と
は
第
一
義
的

な
こ
と
で
あ
る
。
今
後
と
も

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
現
地
確
認

を
行
い
緊
急
度
に
応
じ
対
応

す
る
。

問

市
長

市
長

質 問 �質 問 �一 般 � 質 問 �質 問 �一 般 �
佛教大学校舎誘致予定地

佛教大学校舎誘致の
促進を
地域連携協定を生かして

活緑クラブ
矢野　康弘 議員

支所の窓口業務（八木支所）

市長 行財政プランの具現化で見直す 市長

本庁と支所の権限を明確化し
迅速に対応できる体制づくりは南風会

中川　幸朗 議員


